






























































































こととなり、大正イマジュリィ学会の全面的支援のもとで、2018年 3月の第 7回から、2019年 3月の第 9回ま
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図 01 A 杉浦非水《京城三越新館落成》
リトグラフ、オフセット・ポスター、
191.2 cm×61.7 cm、昭和 5年（1930）10月 25日、
東京国立近代美術館 Photo : MOMAT/DNPartcom

























































































































































ラ［マーガリン］で黄金の料理をお作りください（Cuisinez d‘or avec Astra.）」とか、「ジェルヴェのアイスクリ




































































１８）J. Searle, Speech Acts : an Essay in the Philosophy of Language, Cambridge University Press, 1969（J・サール『言語行為：言
語哲学への試論』坂本百大・土屋俊訳、勁草書房、1986年），J. Searle, Expression and Meaning, Cambridge University



































































































































（glamour）人々を提示することによって、私たち自身にもある物を買って変身するように説得する。Ways of Seeing, based
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の社会的性格からすると、家族が 1組、夫婦が 2組、友人が 1組というように、多様な集団が描かれているとい
うこと、第 2に、民族的出自の点からすると、不明／曖昧な人が大半で、明らかな人と言えば、日本人女性が 2
人、朝鮮人女性が 1名であるということ、第 3に、衣服の点からすると、男性はすべて洋服で、女性について

















































































































































昭和 5年（1930）4月 10日：銀座三越（銀座支店）が落成する（夜 9時まで営業）。非水、《銀座支店開店》
２５
【図 09】を描く。
昭和 5年（1930）10月 10日：新宿三越（新宿支店）が落成する。非水、《新宿店新築落成》【図 10】を描く。





















































































における通信販売の割合は、明治末年には、総売上の 5分の 1から 4分の 1を占めたという39）。
























































４１）「図案部の新設」『みつこしタイムス』第 7巻第 2号、明治 42年（1909）2月、30頁


































































昭和 5年（1930）4月 10日 同前
図 10 杉浦非水《新宿店新築落成》
昭和 5年（1930）10月 10日 同前




































































































































































































図 13 「身分階級別に見た割合」今和次郎『考現学／今和次郎集』第 1巻 ドメス出版、昭和 46年
３６
なお、来店者の服装については、「和服と洋服の割合」と題された図【図 14】は次のことを教えてくれる。す
なわち、第 1に、男性の 61パーセントが洋服であったのに対して、女性のほとんどが和服である点、第 2に、




























































京城三越：業績第 1位。本町 1丁目（旧京城府庁舎跡地）にあった。延床面積は、神戸（人口 78万人）の支





























































































①『京城日報』（日本語）1906. 9. 1-1945. 10. 1. 日本人が発行した日本語三大新聞のひとつで、統監府／総督府
の準官報的役割を果たした。「内鮮融和」を唱え、親日的傾向が強い。購読者数は日本語新聞第 1位（1927年
には約 23000部）。




③『東亜日報』（朝鮮語［漢字ハングル混用］）1920. 4. 1.-1940. 8. 10. 朝鮮人が所有・経営する朝鮮語民間新聞。
総督府による「文治政治」の潮流に乗って、一般的な朝鮮人への啓蒙活動に力を入れたが、当局から、しばし
ば規制と弾圧を受けた。購読者数は朝鮮語新聞で第 1位（1929年には約 38000部）。
④『朝鮮日報』（朝鮮語［漢字ハングル混用］）1920. 3. 5.-1940. 8. 10. 朝鮮人が所有・経営する朝鮮語民間新聞。
一般的な朝鮮人に向けて、日本や朝鮮総督府の政策を真正面から批判する報道を行い、しばしば圧力や弾圧を
受けた。購読者数は朝鮮語新聞で第 2位（1929年には約 23000部）。
⑤『中外日報』（朝鮮語［漢字ハングル混用］）1926. 11. 15.-1931. 9. 2.『時代日報』（1924. 3. 31.-1926. 7. 31.）の
改題版で、後に『中外日報』（1926. 11. 15～1931. 9. 2）、『中央日報』（1931. 11. 27～1933. 3. 6）、『朝鮮中央日






図 18 「朝鮮語新聞発行部数の推移（1929～1939）」鄭晉錫『韓国言論史』ソウル：ナナム 1990年
図 17 「植民地朝鮮における主要日本人経営新聞と内地新聞の配布部数」（1927年 12月現在）京城地方法
院検事局、『新聞紙出版物要項』1927年版（1927年 12月末日現在）
４２
政難で、1930年 10月 5日から休刊し、数ヶ月間、新聞を発行することができず、翌 1931年 2月に復刊した
が、それも長くは続かず、6月には会社を閉じた。購読者数は朝鮮語新聞で第 4位（1929年には約 14000部）。
⑥『釜山日報』（日本語）1907. 10. 1.～1945. 8. 15. 日本人が発行した日本語三大新聞のひとつで、釜山と慶南地
域を拠点とする日本人に情報を提供する商業・実業新聞を指向した。購読者数は日本語新聞第 3位（1927年
には約 15000部）。



























新聞名 言語 秋の中折帽子売出し 三越デー 冬物大売出し 御礼大売出し 臨時休業
京城三越／
新館落成 新装の三越













②毎日申報 朝鮮語 × × × × × × ×
③東亜日報 朝鮮語 × × × × × ○ ×
④朝鮮日報 朝鮮語 × × × × × ○ ×
⑤中外日報 朝鮮語 × × × 休刊 休刊 休刊 休刊
⑥釜山日報 日本語 × × × × × × ×






















図 20 『東亜日報』1930. 10. 24. 朝刊（部分）
図 01 B （部分）『京城日報』1930. 10. 24. 朝刊
４４












図 21 『京城日報』1930. 9. 13. 図 22 『京城日報』1930. 9. 24.
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【図 10-2】〈Shiseido Modern Color Face Powder〉（1932）
５３






























ん太郎」とは、植民地朝鮮の民間紙である『朝鮮日報』が 1924年 10月から 1927年 8月までの間に連載した漫




















































































































１２）『朝鮮日報』の「ぽん太郎」が 1924年 10月に登場した以後、『東亞日報』も 1925年 1月 23日に「ほらふきの冒険奇譚」
（4月 4日に「ほらふき」に変更）を連載し、その後、「アホの一日」（1925年 8月 1日～8月 4日）、「出鱈目」（1925月 8
月 17日～11月 6日）、「許生伝」（1927年 1月 1日～4月 25日）など、一連の 4コマ連載漫画を掲載した（ユン・ヨンオ
ク、1995年、42～44頁）。一方、『時代日報』も「ケチなお爺さん」（1925年 6月 30日～9月）、「マリアの半生」（1925
年 10月 20日～1925年 12月）という連載漫画を掲載し、『時代日報』の後身である『中外日報』も 4コマ漫画「恋愛競




























無駄骨折 1924. 10. 13. ～1924. 11. 30. 48回
恋愛生活 1924. 12. 09. ～1925. 06. 13. 181回
自作自給 1925. 06. 14. ～1925. 10. 22. 87回
家庭生活 1925. 10. 23. ～1926. 02. 01. 102回
世界一周 1926. 02. 02. ～1926. 08. 04. 148回
御山大将 1926. 08. 14. ～1926. 08. 31. 18回
貧乏生活 1926. 10. ?. ～1926. 12. 11. 50回
社会事業 1926. 12. 12. ～1927. 02. 18. 50回
学窓生活 1927. 02. 21. ～1927. 03. 11. 12回
















































































以上の様々な表現要素がどのように結びつけられて 1つの物語を構成するかを、第 1話「1924年 10月 13日）
【図 11】から確認する。小タイトルが「初対面」であるこのエピソードは、ユン・バラムと散歩に出たぽん太郎
【図 10-1】【図 10-2】【図 10-3】「ぽん太郎」の映画的表現





























































【図 12-1】【図 12-2】【図 12-3】「ぽん太郎」の slapstick comedy の面白さ


































りました。短い間だったが言い表せない苦難を経験して～”（後略）3月 22日 香港でポン太郎より（1926年 3月 23日）
【図 15-1】【図 15-2】【図 15-3】【図 15-4】ぽん太郎」の近代的な交通手段
６７




















































































Harrison, Randall P.（1981）. The Cartoon : Communication to the Quick. Beverly Hills : SAGE Publications, Inc.
Neale, Steeve & Frank Krutnik,（1990）. Popular Film and Televison Comedy. London : Routledge.

























































































1940年 12月山崎勉によって「中国煙草工業に関する調査報告書（昭和 15年 12月）」が書かれた。その中で
図 2 「物質救国」篇 南洋兄弟煙草会社の広告シリーズ②
表 1 華北における煙草生産設備の台数（1937-1938年以降）
英米トラス 129台 天津工場 67
青島工場 62





























工場名 所在地 建立日 資本（元） 産量（本） 備考
華北東亜煙草 天津日本租界三島街 1918. 12. 50000000 年産3000000000
占有市場：華北及び
日本
頤中運銷煙草 天津河東大王荘 1921 150000 日産20000000 英米資本
正昌洋行 天津フランス租界 1910 400000 日産1500000 ギリシャ資本
施記煙草公司 同上 1927. 8. 30000 日産30000 ギリシャ資本、個人
協和煙草公社 天津イギリス租界 1902 100000 日産1000000 ギリシャ資本
永泰和煙草公司 天津イギリス租界十一号路 300000 15000000
大英煙草公司 青岛孟庄路 1926 月産400000000
英米資本
株式
中国山東煙草公司 青岛大港二路 1928. 9. 200000
月産
10000000 株式
崂山煙草公司 青岛台東三路 1933. 2. 10000
月産
10000000 合資
华北东裕隆煙公司 済南经二路 1931. 5. 20000 年産150000000 個人
铭昌烟公司 済南経六路 1931. 12. 10000 年産60000000 個人
鲁安煙公司
済南経三路
経二路 1933. 2. 5000
年産
50000000 合資
山東成安煙公司 済南经二路経一路 1933. 4. 10000
年産
75000000 合資
華通煙公司 済南後官坊街 1934. 10. 10000 年産50000000 合資
鹤丰煙公司 山東省潍县 1927 100000 年産80000000 株式
泰東煙草工場 山東省即墨 1933 16000 年産42000000
















図 4 「馬占山」というブランドの広告 図 5 「馬占山」というブランドの広告②














図 8 『八百壮士』③ 図 9 『八百壮士』④ 図 10 『八百壮士』⑤
図 11 『八百壮士』⑥ 図 12 『八百壮士』⑦
７６














































































































































































































































（出典：『盛京時報』1910. 10. 17, 4版）
【図 4】「仁丹」広告
















































（出典：『盛京時報』1918. 6. 19, 3版）
【図 6】「奇應丸」（奇応丸）広告
























































（出典：『盛京時報』1933. 1. 31, 3版）
【図 8】「大學眼藥」（大学目薬）広告
（出典：『盛京時報』1921. 5. 25, 3版）
【図 9】「大學眼藥」（大学目薬）広告
（出典：『盛京時報』1918. 4. 10, 8版）
【図 10】「速邁爾眼藥」広告
（出典：『盛京時報』1940. 6. 24, 8版）




















【図 13】「中將湯」広告（出典：『盛京時報』1933. 11. 29, 7版）
【図 14】「中將湯」広告
（出典：『盛京時報』
1937. 1. 29, 3版）
【図 15】「中將湯」広告
（出典：『盛京時報』1940. 5. 4, 8版）
【図 16】「中将湯」広告
（出典：『盛京時報』1937. 2. 21, 4版）
【図 17】「中将湯」広告































（出典：『盛京時報』1911. 1. 4, 6版）
【図 19】「拜耳阿司匹靈」（バイエルのアスピリン）
広告（出典：『盛京時報』1937. 5. 23, 10版）
【図 20】「中将湯」広告


















⑤ 本研究は Dikötter が Sex, culture, and modernity in China : Medical science and the construction of sexual
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【図 1】台北の街頭風景 1920s（筆者蔵） 【図 2】台中市内の街並み 1930s（筆者蔵）
【図 3】台灣新民報 1933




（台湾日日新報 1935年 2月 10日 三版）
【図 6】納涼会 1928（台湾時報 1928年 8月号） 【図 7】合同セール 1920











































































































見られる親子の画像のほかに【図 27】【図 28】、伝統的な台湾服装を着た少年少女の図像【図 29】【図 30】や、
「鷹標」練乳の広告のように、練乳を飲む年配者の図像【図 31】、あるいは様々な台湾の伝統的な家庭生活の情
景の図像【図 32】【図 33】【図 34】も運用されている。
【図 23】ラクトーゲン粉ミルク広告 1927
（台湾日日新報 1927年 6月 10日 六版）
【図 24】ラクトーゲン粉ミルク広告 1930
（台湾日日新報 1930年 5月 15日 六版）
【図 25】ラクトーゲン粉ミルク広告 1929
（台湾日日新報 1929年 3月 20日 四版）
【図 26】明治粉ミルク広告 1929
（台湾日日新報 1929年 6月 15日 四版）
【図 27】鷹標練乳広告 1934
（台湾日日新報 1934年 3月 12日 六版）
【図 28】鷹標練乳広告 1934
（台湾日日新報 1934年 2月 25日 六版）
【図 29】鷹標練乳広告 1927
（台湾日日新報 1927年 12月 13日 六版）
【図 30】鷹標練乳広告 1933
（台湾日日新報 1933年 10月 1日 六版）
【図 31】鷹標練乳広告 1931



































（台湾日日新報 1930年 5月 5日 六版）
【図 33】鷹標練乳広告 1934
（台湾日日新報 1934年 7月 12日 六版）
【図 34】鷹標練乳広告 1935
（台湾日日新報 1935年 10月 11日 四版）
【図 35】明治チョコレート 1929
（台湾日日新報 1929年 5月 12日 四版）
【図 36】明治ビスケット 1929













【図 37】ヤマサ醤油広告 1920（台湾日日新報 1920年 8月 13日 六版） 【図 38】亀甲萬醤油広告 1933
（台湾日日新報 1933年 11月 14日 六版）
【図 39】亀甲萬醤油広告 1935
（台湾日日新報 1935年 6月 10日 六版）
【図 40】亀甲萬醤油広告 1933
（台湾日日新報 1933年 10月 15日 六版）
【図 41】亀甲萬醤油広告 1932
（台湾日日新報 1932年 8月 5日 六版）
【図 42】味の素広告 1910
（台湾日日新報 1910年 3月 10日 六版）
【図 43】味の素広告 1925
（台湾日日新報 1925年 6月 10日 四版）
【図 44】味の素広告 1926
（台湾日日新報 1929年 11月 8日 四版）
９８
【図 45】味の素広告 1936
（台湾日日新報 1936年 7月 18日 六版）
【図 46】味の素広告 1934
（台湾日日新報 1934年 9月 10日 六版）
【図 47】味の素広告 1934
（台湾日日新報 1934年 9月 18日 六版）
【図 48】味の素広告 1934
（台湾日日新報 1934年 11月 12日 四版）
【図 49】味の素広告 1926
（台湾日日新報 1926年 5月 17日 四版）
【図 50】味の素広告 1933
（台湾日日新報 1933年 10月 24日 六版）
【図 51】味の素広告 1925
（台湾日日新報 1925年 6月 15日 四版）
【図 52】味の素広告 1928
（台湾日日新報 1928年 3月 11日 四版）
【図 53】味の素広告 1929
（台湾日日新報 1928年 4月 8日 四版）
【図 54】味の素広告 1928
（台湾日日新報 1928年 5月 10日 四版）
【図 55】味の素広告 1927
（台湾日日新報 1927年 6月 12日 四版）
【図 56】味の素広告 1927






る【図 42】【図 44】【図 45】【図 46】。（2）台湾人の家庭が味の素
を使用して作った料理をおいしく楽しく食べている風景【図 47】
【図 48】【図 49】【図 50】。（3）味の素を使用する際の心得や経
験、味の素の紹介文【図 51】【図 52】【図 53】【図 54】【図 55】
【図 56】【図 57】【図 58】。（4）味の素を使用した後の気分と心情
【図 59】【図 60】。（5）味の素の価値と日常生活における重要性
【図 57】味の素広告 1926
（台湾日日新報 1926年 11月 13日 四版）
【図 58】味の素広告 1927
（台湾日日新報 1927年 8月 9日 四版）
【図 59】味の素広告 1935
（台湾日日新報 1935年 1月 18日 六版）
【図 60】味の素広告 1928
（台湾日日新報 1928年 9月 10日 四版）
【図 61】味の素広告 1934
（台湾日日新報 1934年 10月 1日 六版）
【図 62】味の素広告 1935
（台湾日日新報 1935年 2月 10日 六版）
【図 63】味の素広告 1936




1930年 4月 10日 六版）
【図 65】味の素広告 1928
（台湾日日新報
1928年 9月 26日 四版）
【図 66】味の素広告 1932
（台湾日日新報
1932年 11月 1日 六版）
【図 67】味の素広告 1932
（台湾日日新報 1932年 11月 12日 六版）
１００
【図 61】【図 62】【図 63】【図 64】【図 65】【図 66】【図 67】【図 68】。（6）味の素の使用による文明的な生活の象








（台湾日日新報 1928年 10月 10日 四版）
【図 69】味の素広告 1932
（台湾日日新報 1932年 10月 21日 六版）
【図 70】味の素広告 1932
（台湾日日新報 1932年 10月 16日 六版）
【図 71】味の素広告 1932
（台湾日日新報 1932年 9月 5日 六版）
【図 72】味の素広告 1934
（台湾日日新報 1934年 11月 1日 六版）
【図 73】味の素広告 1928
（台湾日日新報 1928年 10月 17日 四版）
【図 74】味の素広告 1933
（台湾日日新報 1933年 10月 1日 六版）
【図 75】味の素広告 1933
（台湾日日新報 1933年 10月 21日 六版）
【図 76】味の素広告 1930













（台湾日日新報 1925年 10月 27日 四版）
【図 78】天寿堂姑嫂丸広告 1931
（台湾日日新報 1931年 12月 25日 四版）
【図 79】天寿堂姑嫂丸広告 1932




（台湾日日新報 1929年 2月 27日 四版）
【図 82】中将湯広告 1930
（台湾日日新報 1930年 11月 2日 四版）
【図 83】中将湯広告 1930
（台湾日日新報 1930年 11月 15日 四版）
【図 84】中将湯広告 1929















1931年 9月 5日 四版）
【図 86】双美人マーク白粉広告
1933




（台湾日日新報 1933年 5月 1日
六版）
【図 88】サーワ白粉広告 1934
（台湾日日新報 1934年 10月 9日 四版）
【図 89】赤十字葡萄酒広告 1933
（台湾日日新報 1933年 8月 7日
四版）
【図 90】赤十字葡萄酒広告 1930









（台湾日日新報 1927年 2月 12日 四版）
【図 94】輸入酒広告 1920
（台湾日日新報 1920年 7月 21日 六版）
【図 95】清涼飲料広告 1930
（台湾日日新報 1930年 7月 18日 四版）
１０３




【図 92】、ほかの酒類やジュースの広告にも高い椰子の木【図 93】【図 94】【図 95】、安住の蚊取線香には椰子の
木に台湾の地形【図 96】【図 97】、といった図像が見られる。


























（台湾日日新報 1927年 6月 15日 四版）
【図 97】安住蚊取線香広告 1931
















































































３）Sonesson, G. 2006. From the Linguistic Model to Semiotic Ecology : Structure and Indexicality in Pictures and in the Perceptual
World, In Semiotics Institute Online. http : //lup.lub.lu.se/record/540362.



























の時期は、『華刊』の広告発行のピークであり、例えば、この第 3巻第 8号 24番の『華刊』は、52頁に全部合
わせて 20点の広告を掲載したのである。一方、「面速力達母膏」の最後の広告は、1944年に発行された『華刊』
























































































【図 5】1940. 11. 1（第 5巻 9期 49号） 【図 6】1941. 6. 1（第 6巻 11期 63号） 【図 7】1944. 12. 1（第 11巻 11期 123号）
































Sonesson, G., 2006. From the Linguistic Model to Semiotic Ecology : Structure and Indexicality in Pictures and in the Perceptual
World, In Semiotics Institute Online. http : //lup.lub.lu.se/record/540362.
───────────────────────────────────────────
８）汪民安『身体と空間とポストモダン』江蘇人民出版社、2006年、163頁
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３）Ryan & Schwartz, 1956.
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1933. 08. 30.（昭和 8）






























































































































































































































































【図 6-1-1】『每日申報』1915. 12. 18（大正 4）
人生百二十五年／常に味の素の料理をお召しに
なる方は間違いなく 125才まで長寿いたします。




































えてくれる【図 6-5-1】【図 6-5-2】。『東亞日報』の場合、広告戦略が本格的に変わったのは、1928年 1月から


















1932. 02. 05.（昭和 7）
【図 6-5-2】朝鮮漫評『朝鮮日報』

















































【図 7-2】『萬歲報』1907. 06. 27.（明治 40）
高尚で素敵なうつくしさのタバコ／ハーロー（HALLO）
【図 7-3】『萬歲報』1907. 03. 23.（明治 40）
天下一品のタバコ／オールド（OLD GOLD）
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１２）NG Chun Bong. Chinese woman and modernity［M］. Joint Publish（HK）CO., LTD. 1996. 3.
１３）陈抱一《Mandolin》『小说月报』第二号、1923年、p.5.
１４）敏「曼陀林 Mandolin」『申报』第 17号、1925年 9月
【図 3】作者不明 1936年
東亜煙公司月份牌
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２４）「新式结婚礼」『中国大观图画年鉴』良友图书印刷有限公司、1930年、p.221



































































































の、特集号として編集発行された『盛京時報図画週刊』をしばしば飾り、1926年 4月 5日の記念すべき同紙第 1
号には 1894年の《境界神の間のヴィーナス》【図 3】が掲載され、1928年 1月 16日の同紙第 83号には《琵亞斯
１４０
里》【図 4】が、彼の代表作である 1894年の《『サロメ』挿絵 クライマックス》を伴いながら大々的に特集さ
れ、1929年 6月 10日の同紙第 143号には 1893-94年の《レジャーヌ》【図 5】が紹介された。また、天津で発行
されていた『大公報』を見てみると、1929年 12月 24日を皮切りに、翌年 1月 9日、同月 23日の各日の第 13
面の藝術欄に 3回にわたって、空了による《碧爾慈来之藝術》【図 6】が、主要作品を伴いながら大々的に連載
された。












【図 4】《琵亞斯里》『盛京時報図画週刊』第 83号、第 1面、1928年 1月 16日
１４１
デ王の目》【図 8】に描かれた幼児と全く同じではないものの、同じ雰囲気をたたえていることから、同作から
着想を得た可能性が高く、同様の関係性は、1935年 11月 19日～翌年 2月 15日まで同紙の増刊 2面に連載され
た江 による『女神』の挿絵と、1894年のビアズリーによる『本当の話』の挿絵の間にも見られ、同紙の 12月
3日に掲載された『女神（七）』【図 9】と《『本当の話』挿絵 愛》【図 10】には、強い近似性が感じられる。
また、1931年 10月発行の『婦女雑誌』第 17巻第 10号の張令濤よる《扉絵》【図 11】に関しては、明らかに
ビアズリーによる 1893年の《『パル・マル・マガジン』挿絵 ユダの接吻》【図 12】と、同年の《『アーサー王
物語』章頭のデザイン》【図 13】を合体させたものといえる。ちなみに、張令濤は商務印書館が発行する『婦女
























【図 9】江 『女神（七）』『申報』増刊第 2面、









































































































の『婦人世界』第 21巻第 6号に掲載された《森の乙女》【図 16】を丸写ししていながら、それを中国において















第 21巻第 6号、実業之日本社、1926年 6月、P,17
【図 17】札金聲《海女》























































ちなみに、初山に関しては、1926年 6月 14日の『盛京時報図画週刊』第 11号に《少女》が掲載されたが、
同じ作品が 1928年 3月 5日の同紙第 87号には《春風》として再掲され、後者においてはビアズリーとの関係性
が指摘されている。また、山名に関しては、1928年 3月 12日の同紙第 88号に「悪魔派挿畫」として《夜》が
掲載された。一方、松本に関しては、1928年 11月 5日の同紙第 120号に《暮》、1929年 2月 4日の同紙第 130



































第 2巻第 3号、第 4号に掲載された作品であった。また、張が担当した


































































各作品の該当ページは以下のとおりである。【図 1】P,4、【図 2】P,94、【図 8】P,54、【図 10】P,83、【図 12】P,25、【図
13】P,58




























































































大する。1914（大正 3）年に 24万石だった業界全体のビール製造量は、5年後の 1919（大正 8）年には 64万
8700石に増加し、輸出量も同期間で 1万 9000石から 11万 2000石へと伸長した。その後日本経済は不況期に入
っていくが、ビール製造量は 1924（大正 13）年まで一貫して伸び続けていく。





















いたり、モチーフがわずかに描かれていたりするものがほとんどである【図 1】【図 2】【図 3】【図 4】【図 5】。
───────────────────────────────────────────
６）津金澤聰廣、前掲書、223頁。
【図 1】『東京朝日新聞』1922年 7月 6日 【図 2】『東京朝日新聞』1922年 12月 12日
１５３
1926年 7月 5日の広告では、カンカン帽を被り、蝶ネクタイをしめてグラスを持つ男性が描かれるようになり、
また瓶ビールが描かれるなどシンプルながらも製品と関連する図像が出始める【図 6】。1927年 4月 17日の一面
広告では、禿髪で蝶ネクタイをしたスーツ姿の男性 2人がビールジョッキを片手でもち、まさにいま乾杯をしよ
【図 3】『東京朝日新聞』1923年 6月 29日 【図 4】『東京朝日新聞』1926年 4月 7日









【図 7】。翌 1928年 4月 8日一面広告では、禿頭の男性がずらりと左右に並び、ビールジョッキを掲げている。
左右対称の三角形構図となっており、ダイナミックでありながらも安定感がある【図 8】。以降も、1929年 5月
7日にシーズンビール新発売の広告がでたりして、製品のみを描いていたり、幾何学的な線のみ、あるいは瓶を




12】、ほかに家庭／家族の図像が出現しはじめる。1932年 6月 27の広告には、「明るい家庭 主人は笑顔 清楚
な晩餐 ビールは……エビスビール／サッポロビール／アサヒビール／最高級清涼飲料リボンシトロン 御子様
御婦人向ナポリン」とあり、父母息子の家族が談笑しビールや清涼飲料を飲んでいる様子が捉えられている【図





























あてている女性が描かれている【図 16】。1933年 8月 6日の広告では、「明朗な甘味／溢れる滋養／飛躍する
若々しい活力！ 活きたビタミンを多量に含む、女性と新人の保健飲料！」と書かれ、ボール遊びをする二人の
若い女性の姿を左右対称に表現し、お互い飛び跳ねるようにボールを追う様は、まさに「飛躍する若々しい活
力」を体現しているといえるだろう【図 17】。ほかにも 1933年 8月 21日の広告では、濃い化粧を施した外国人
のようにもみえる女性が、自身で顎をあげて、艶めかしい様子でむかって右側に視線を投げている【図 18】。





意気ごみがうかがわれたのだが、3年後の 1936（昭和 11）年には 4万 3,000本と激減、翌年の 1937年には目黒
工場での製造は中止となった。なお、肝心のビタミン含有量についての分析値はわかっていない。
ビタミンビールが発売された 1934年以降になると男性が一人あるいは二人でビールを飲むイラストや写真が




【図 15】『東京朝日新聞』1933年 4月 22日 【図 16】『東京朝日新聞』1933年 7月 13日
１５６
ルを飲む浴衣姿の男性、飲食店などで同僚とともに楽しく杯を重ねている様子などが表現されている【図 20】。












栄養が全身をめぐる／風味絶佳なエビスです 一等国の一等品」と、栄養を謳うようになる【図 22】。翌 5月 13
【図 17】『東京朝日新聞』1933年 8月 6日 【図 18】『東京朝日新聞』1933年 8月 21日







言は頻出するようになり、例えば、1936年 6月 4日／6月 8日／7月 19日／7月 28日／9月 4日（これにはコ
ピーにも「この旨さ然かも優れた栄養を伴う」とあり）／9月 13日（「溢れる栄養漲る活力」あり）／12月 4日／
12月 8日／12月 13日／1937年 4月 9日／4月 11日／5月 2日／6月 27日にみられる。1937年 3月 6日には、
写真（卵四個牛乳三合）で示されてもいる。
こうした傾向は翌年以降も続き、1937年 10月 22日の広告には「挙国保健の秋！ こゝに溌剌たる健康を培




















































京日日新聞が 1929（昭和 4）年に「まず健康！」という標語をキャッチフレーズとして、1月から 6月までの半





























































































































































































































































































































































一見すると 1段 4分の 1のスペースに掲載された、書名のみの広告かと思わされる。当然ながら目立つもので
はなく、周りの記事にも目は向かう。広告の上と右隣りは署名記事のようだ。書いたのは新居格で、その見出し













⑤ 5月 9日付（東京朝日）【図 4】
全 3段を 2分割した半 3段広告で、となりは岩波書店の広告である。前日に掲載された④の「大阪朝日」版の
長方形を正方形に近い形に圧縮した構成となっている。その際に前日の右側にあったリード文は削られ、左側の













⑦ 6月 10日付（東京朝日）【図 6】









































































































































































































































































































































































































ースで閲覧 1913-45 21 1914-18年に集中


















































































































う。『新聞報』（1893-1949年）は、1893年に英国商人の A. W. ダンフォース、F. F. フェリーズ、中国人の実業
家の張叔和が上海で創刊したもので、『申報』と並ぶ大新聞であった。上海市内対象の発行部数は、1946年 6月
の時点で、12万部であったという28）。データベースにより 1910年代から 40年代までを調査したところ、1914



























部数 14万～15万部に達したといわれている29）。これもデータベースにて 1900年代から 40年代までを調査した
ところ、50点が確認できた。これらの広告は 1917年から 18年にかけて集中して掲載されており、その点数は、
仁丹や中将湯など他の日本製商品の広告に比べて少ない。広告の種類は 4種に限られており、先ほど紹介した














【図 16】『新聞報』1917年 7月 1日

















を持ったメディアであったという31）。1913年から 40年まで、各年各月 1日と 15日を閲覧したところ、58点の
森永の広告が確認できた。その内訳は、1910年代は 0点、1920年代は 1923・24年における 5点のみである。20
年代には、先述の 1923年の本社の丸の内移転の告知のほか、日本の広告の図案・文案を翻案した広告（1923年













































































































































































































丹平は、広告戦略のひとつとして、広告塔【図 2】も東京・大阪に建てていたようである。1910年 6月 24日
付の『東京朝日新聞』朝刊の記事では「醜悪なる屋外広告」とされ、新橋ステーションに建てられた塔の「広告
意匠の怪物然たる顔の形と且其の色とは、人の感情に云ふべからざる不
































































































































































































【図 15】『東京朝日新聞』（夕刊、1934年 4月 7日付、7面）より




















































将湯」の服用より来る 軍国の婦人 本剤の服用怠る可らず」（『婦人世界』9巻 11号）、「笑ふ門には福来る 家庭円満
に笑ふて暮すは 人生最大の幸福にして 一家の福運期せずして来る 故に婦人病のため冴えぬ月日を送らるる不幸のご

































検討していきたい。今回の調査では、新聞広告は 1911（明治 44）年から 1935（昭和 10）年の『東京朝日新聞』
に掲載されたもの（朝日新聞社聞蔵Ⅱ）、雑誌広告は『婦人世界』（第 1巻、1906（明治 39）年から第 27巻、
















８）『婦人世界』は 18巻 12号、20巻 1、2、4、5、7巻、21巻 8、12号、22巻 8、10、11号、23巻 7、9～12号、24巻 4～11
号、25巻 1、3、4、6、8～10、12号、26巻 4、5、10～12号、27巻 1、3、5、6、8、10、12号が未調査。『主婦之友』は
1巻 1、2、4～10号、2巻 1～7、9～12号、4巻 2～4、9～12号、5巻 2～7、9～11号、6巻 10、11、12号、7巻 1、2、






























９）津村重舎「私は何うして中将湯を売広めつつあるか」『実業界』早稲田同文館、第 17巻第 4号、大正 7年、352-353 P
１０）註 9と同じ
【図 4】中将湯広告（『東京朝日新聞』1911年 3月 3日） 【図 5】中将湯広告（『東京朝日新聞』1921年 6月 1日）





















【図 9】中将湯広告（『東京朝日新聞』1918年 9月 2日）































































































































か「理想的な子宮座薬 霊薬 中将球」の説明や、「美しいテイブルの誘惑 涼しい喫茶部」の説明が続く。
これを読むと、記事なのか広告なのかが判然としない。津村順天堂の新社屋が新築されたのは 1924（大正 13）








１８）1924（大正 13）年 9月 16日の東京朝日新聞 6面には、「開設御披露」「九月十六日開店」「今回歐米の範を参酌し、新し
き試みとして、衛生飲料喫茶部、化粧品小賣部、薬品部、ツムラ薬局、を開始いたしました」とある。
１９）『津村順天堂七十年史』（非売品）津村順天堂、昭和 39年、71 P




















章で紹介したように、『婦人世界』には 1918（大正 7）年から 1925（大正 14）年まで、中将湯広告は見られな















1．『東京朝日新聞』（1911年・明治 44年 1月 27日＆4月 14日＆4月 22日）と『婦人世界』（4巻 9号／1909
年・明治 42年 8月号）は同じ文案【図 27】【図 28】
2．『東京朝日新聞』1911年・明治 44年 2月 14日）と『婦人世界』（5巻 4号／1910年・明治 43年 4月号）
はほぼ同じ文案／一部新聞の方が短くしている
3．『東京朝日新聞』（1911年・明治 44年 2月 26日＆3月 26日＆4月 27日）と『婦人世界』（6巻 3号／1911
年・明治 44年 3月号）は同じ文案
4．『東京朝日新聞』（1913年・大正 2年 9月 16日）（1914年・大正 3年 4月 24日＆8月 20日）（1915年・大
正 4年 1月 24日）（1915年・大正 4年 9月 15日）（1916年・大正 5年 6月 21日）と『婦人世界』（7巻 14
【図 26】『東京朝日新聞』と『婦人世界』における中将湯広告の文案のみの広告数の比較（1906～1935）
【図 27】中将湯広告（『東京朝日新聞』1911年 4月 14日）
２０７
号／1912年・大正元年 12月号）（9巻 5号／1914年・大正 3年 4
月号）はほぼ同じ文案（多少文末など変えてある）
5．『東京朝日新聞』（1913年・大正 2年 4月 21日）と『婦人世界』
（9巻 6号／1914年・大正 3年 5月号）はほぼ同じ文案（新聞が少
し長い）
6．『東京朝日新聞』（1914年・大正 3年 10月 2日）と『婦人世界』

























































い。初めて登場するのは第 7巻第 10号（1923（大正 12）年 10月号）である。以後、第 14巻第 6号（1950（昭
和 5）年 5月号）までは、ほぼ定期的に中将湯広告が掲載され、第 16巻でも不定期に掲載されている。本章で
は、『婦人世界』の中将湯広告掲載第 2期（1926（大正 15）年以降）と『主婦之友』の広告掲載時期が重なる

























この時期に次々と創刊されている。『女学世界』（明治 34年）『婦人世界』（明治 39年）『婦人之友』（明治 41年）
『婦女界』（明治 43年）『淑女画報』（明治 45年）『婦人公論』（大正 5年）『主婦之友』（大正 6年）『婦人倶楽部』
（大正 9年）などである。永島寛一によれば、「『主婦之友』が創刊された当時の婦人雑誌の数は約 20誌で、それ
ぞれ固定読者の獲得に激甚な競争が展開されて」いた時期とされるが、『主婦之友』は発行 3年目からは発行部



















































































【図 33】中将湯広告（『主婦之友』第 12巻第 3号）
２１２
【図 34】中将湯広告（『主婦之友』第 11巻第 1号）
【図 35】中将湯広告（『主婦之友』第 11巻第 5号）





































































































































































































【図 1】1925年 8月 6日『東亜日報』







































【図 3】1928年 3月 10日『東亜日報』 【図 4】1929年 5月 7日『東亜日報』
【図 5】1925年 8月 7日『東亜日報』



















































【図 9】1925年 4月 30日『東亜日報』 【図 10】1925年 8月 21日『東亜日報』
【図 11】1925年 3月 21日『東亜日報』 【図 12】1925年 8月 14日『東亜日報』



























































































































































































































里見宗次（1904～1996）は、1922（大正 11）年 18才で絵画を学ぶために渡仏し、1996（平成 8）年に死去す
るまで当地で活躍していたグラフィック・デザイナーである。昭和初期に世界中で流行していたアール・デコ様































































































































































黒田清輝が率いた白馬会の 1900年開催第 5回展には、ミュシャ《トスカ》やシュヴァーベ《第 1回薔薇十字会















































































































































































































No 資料名 巻号 制作年（西暦）制作年（和暦） 発行元 作者名 作者生没年 製作地 資料番号／所蔵先






3 「ロータスの花」フォリー・ベルジェール座 1893 シェレ，ジュール 1836-1932 フランス AN.3363
4 グリフィス自転車 1898 ティリエ，アンリ 1873-1946 フランス AN.3323
5 第 1回装飾芸術博覧会 1904 グラッセ，ウジューヌ・サムエル 1845-1917 フランス AN.4731






8 ジスモンダ＊ 1894 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス AN.3275
9 椿姫＊ 1896 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス AN.3274
10 リジー＊ c.1901 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス AN.5774-21




















ォンス 1860-1939 フランス AN.3776
2 図案教育にみるアール・ヌーヴォー
14 引き手金具見本 － 1909（明治42年）受入 － － AN.1267
15 生物標本蝶類 － 1911（明治44）受入
名和昆虫研究所
（製作） － AN.2166
16 生徒作品（色彩構成） － 1911（明治44）受入 － － － AN.3654-7
17 中澤岩太博士像 1903 明治 36 浅井忠 1856-1907 日本 AN.3278
18 文庫図案 猪図＊ 1905 明治 38 浅井忠 1856-1907 日本 AN.3439
19 図案 波間の船＊ 1906-7 明治 39-40 浅井忠 1856-1907 日本 AN.3440
20 黙語図案集 1908 明治 41 芸艸堂 浅井忠（黙語会編） 1856-1907 日本 京都工芸繊維大学附属図書館
21 ステインドグラス図按 1906 1911（明治44）受入 佐藤清 日本 AN.3657-12
22 無題（ステンドグラス図案） 1907 1911（明治44）受入 宮本英男 日本 AN.3658-08
23 無題（壁紙図案模写） c.1909 1911（明治44）受入 向井寛三郎 1889-1958 日本 AN.3659-15
24 図案模写 1910 1911（明治44）受入 桑原義顕 日本 AN.3658-34
25 書籍表紙図案 1910 1914（大正3）受入 松江昇 日本 AN.3659-13
26 Exercise of the Table Cloth 1910 1914（大正3）受入 向井寛三郎 1889-1958 日本 AN.3659-17
27 無題（ポスター図案） 1910 1914（大正3）受入 向井寛三郎 1889-1958 日本 AN.3659-18
28 和洋文具雑貨土岐商会 1911 1914（大正3）受入 土岐純一 日本 AN.3659-01
29 草花模様化練習 1911 1914（大正3）受入 能瀬丑三 日本 AN.3660-08
30 壁紙図案 1911 1914（大正3）受入 片田正人 日本 AN.3659-44
31 婦人装飾品図案 1911 1914（大正3）受入 河盛益太郎 日本 AN.3659-05
32 RIBBON 1912 1914（大正3）受入 中川専治郎 日本 AN.3659-57
33 Geometrical Pattern 1912 1914（大正3）受入 永田直三 日本 AN.3660-29
34 Woman Garniture 1912 1914（大正3）受入 能瀬丑三 日本 AN.3660-12
２４０
35 飾棚及付属金具図按 1912 1914（大正3）受入 池上年 日本 AN.3659-39
36 無題（ポスター図案） c.1912 1914（大正3）受入 中川専治郎 日本 AN.3659-59
37 機織科生徒製作品（織物及指図並製図）＊ －
1911（明治
44）受入 作者不詳 日本 AN.190
38 壁張＊ 1911 1914（大正3）受入 吉田福弥 日本 AN.3659-68













1896 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス ミュシャ財団
42 サロン・デ・サン第 20回展＊ 1896 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス ミュシャ財団
43 装飾資料集 図 8, 11＊ 1902 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス
AN.3775／ミュ
シャ財団
44 装飾資料集 図 31＊ 1902 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス
AN.3775／ミュ
シャ財団
45 装飾資料集 図 40＊ 1902 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス
AN.3775／ミュ
シャ財団
46 装飾資料集 図 64＊ 1902 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス
AN.3775／ミュ
シャ財団
47 『装飾資料集』図 27のための素描＊ 1901-1902 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス ミュシャ財団
48 『装飾資料集』図 49のための素描＊ 1901-1902 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス ミュシャ財団
49 『装飾資料集』図 50のための素描＊ 1901-1902 ミュシャ，アルフォンス 1860-1939 フランス ミュシャ財団
3 文芸雑誌にみるアール・ヌーヴォー
50 明星 第十五号 1901年 9月 明治34年 9月 東京新詩社 表紙：藤島武二 1867-1943 日本 県立神奈川近代文学館
51 明星（第二明星） 第二号 1902年 2月 明治35年 2月 東京新詩社 表紙：藤島武二 1867-1943 日本 県立神奈川近代文学館
52 明星◆ 辰年第一号 1904年 1月 明治37年 1月 東京新詩社 表紙：藤島武二 1867-1943 日本 個人
53 明星＊◆ 巳年第二号 1905年 2月 明治38年 2月 東京新詩社 表紙：藤島武二 1867-1943 日本 個人
54 明星画譜 1901 明治 34 伊藤時 与謝野寛編 1873-1935 日本 国際日本文化研究センター
55 新聲 独歩号◆ 第十九巻第一号 1908年 7月 明治41年 7月 新聲社 表紙：平福百穂 1877-1933 日本 個人
56 新小説◆ 第七年第二巻 1902年 2月 明治35年 2月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
57 新小説◆ 第七年第三巻 1902年 3月 明治35年 3月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
58 新小説＊◆ 第七年第四巻 1902年 4月 明治35年 4月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
59 新小説＊◆ 第七年第五巻 1902年 5月 明治35年 5月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
60 新小説◆ 第七年第六巻 1902年 6月 明治35年 6月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
61 新小説◆ 第七年第七巻 1902年 7月 明治35年 7月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
62 夢之華 1906 明治 39 金尾文淵堂 与謝野晶子／表紙：杉浦非水
1878-1942/
1876-1965 日本 個人
63 舞姫 1906 明治 39 如山堂書店 与謝野晶子／表紙：中澤弘光
1878-1942/
1874-1964 日本 個人
64 新小説◆ 第七年第八巻 1902年 8月 明治35年 8月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
65 新小説◆ 第七年第九巻 1902年 9月 明治35年 9月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
66 新小説＊◆ 第七年第十巻 1902年10月 明治35年10月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
67 新小説＊◆ 第七年第十一巻 1902年11月 明治35年11月 春陽堂 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
68 新古文林◆ 第一巻第一号 1905年 5月 明治38年 5月 近事画報社 表紙：小山正太郎 1857-1916 日本 個人
69 新古文林◆ 第一巻第二号 1905年 6月 明治38年 6月 近事画報社 表紙：小山正太郎 1857-1916 日本 個人
70 新古文林◆ 第一巻第五号 1905年 8月 明治38年 8月 近事画報社 表紙：石川寅治 1875-1964 日本 個人
71 新古文林◆ 第一巻第七号 1905年10月 明治38年10月 近事画報社 表紙：小杉未醒 1881-1964 日本 個人
72 新古文林◆ 第一巻第八号 1905年11月 明治38年11月 近事画報社 表紙：満谷国四郎 1874-1936 日本 個人
73 新古文林◆ 第三巻第一号 1907年 1月 明治40年 1月 独歩社 表紙：満谷国四郎 1874-1936 日本 個人
74 文芸界◆ 第一号 1902年 3月 明治35年 3月 金港堂書籍 表紙：黒田清輝 1866-1924 日本 個人
75 文芸界◆ 第三巻第一号 1904年 1月 明治37年 1月 金港堂書籍 表紙：梶田半古 1870-1917 日本 個人
76 文芸界◆ 第三巻第三号 1904年 2月 明治37年 2月 金港堂書籍 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
77 中学世界◆ 第七巻第五号 1904年 4月 明治37年 4月 博文館 表紙：渡邊審也 1875-1950 日本 個人
78 中学世界◆ 第九巻第十三号 1906年10月 明治39年10月 博文館 表紙：本田穆堂 1877-? 日本 個人
79 中学世界◆ 第十巻第九号 1907年 7月 明治40年 7月 博文館 表紙：渡辺与平 1889-1912 日本 個人
80 中学世界◆ 第十一巻第十四号 1908年10月 明治41年10月 博文館 表紙：和田三造 1883-1967 日本 個人
81 中学世界◆ 第十三巻第三号 1910年 3月 明治43年 3月 博文館 表紙：杉浦非水 1876-1965 日本 個人
82 中学世界◆ 第十三巻第五号 1910年 4月 明治43年 4月 博文館 表紙：中澤弘光 1874-1964 日本 個人
83 中学世界◆ 第十三巻第九号 1910年 7月 明治43年 7月 博文社 表紙：杉浦非水 1876-1965 日本 個人
84 文章世界◆ 第一巻第五号 1906年 7月 明治39年 7月 博文館 － 日本 個人
85 文章世界第一臨時増刊 文と詩◆ 第二巻第四号 1907年 4月 明治40年 4月 博文館 表紙：橋本邦助 1884-1953 日本 個人
86 文章世界◆ 第二巻第十号 1907年 9月 明治40年 9月 博文館 表紙：橋本邦助 1884-1953 日本 個人
２４１
87 文章世界◆ 第三巻第十六号 1908年12月 明治41年12月 博文館 － 日本 個人
88 文章世界◆ 盛夏号 1909年 8月 明治42年 8月 博文館 表紙：橋本邦助 1884-1953 日本 個人
89 文章世界◆ 三月号 1911年 2月 明治44年 2月 博文館 表紙：橋本邦助 1884-1953 日本 個人
90 ハガキ文学◆ 第一巻第一号 1904年10月 明治37年10月 日本葉書会 － 日本 個人
91 ハガキ文学◆ 第二巻第四号 1905年 4月 明治38年 4月 日本葉書会 表紙：和田英作 1874-1959 日本 個人
92 ハガキ文学◆ 第二巻第十号 1905年 7月 明治38年 7月 日本葉書会 表紙：藤島武二 1867-1943 日本 個人
93 ハガキ文学◆ 第二巻第十二号 1905年 8月 明治38年 8月 日本葉書会 表紙：藤島武二 1867-1943 日本 個人
94 ハガキ文学◆ 第四巻第一号 1907年 1月 明治40年 1月 日本葉書会 表紙：橋本邦助 1884-1953 日本 個人
95 コゝロノハナ◆ 六巻五号 1903年 5月 明治36年 5月 大日本歌学会 表紙：小林萬吾 1870-1947 日本 個人
96 婦人界◆ 第二巻第一号 1903年 6月 明治36年 6月 金港堂書籍 － 日本 個人
97 婦人界◆ 第三巻第四号 1904年 4月 明治37年 4月 金港堂書籍 － 日本 個人
98 婦人世界◆ 第二巻第十一号 1907年10月 明治40年10月 実業之日本社 － 日本 個人
99 少女界◆ 第七巻第十号 1908年10月 明治41年10月 金港堂書籍 表紙：鏑木清方 1878-1972 日本 個人
100 女学世界◆ 第八巻第十六号 1908年12月 明治41年12月 博文館 表紙：渡辺与平 1889-1912 日本 個人
101 女子文壇 満五周年記念号◆ 六年第一号 1910年 1月 明治43年 1月 女子文壇社 表紙：太田三郎 1884-1969 日本 個人
102 女子文壇◆ 十一月号 第八年第十一号 1912年10月 大正元年10月 女子文壇社 表紙：名倉ちづる 日本 個人
103 淑女画報◆ 四月号 三巻四号 1914年 4月 大正 3年 4月 博文館 表紙：橋口五葉 1881-1921 日本 個人
104 文芸倶楽部◆ 新年号 第二一巻第一号 1915年 1月 大正 4年 1月 博文館 表紙：杉浦非水 1876-1965 日本 個人
105 新衣装◆ 八六号 c.1909-10 明治 42-43年頃
たかしまや飯田
呉服店 表紙：神坂雪佳 1866-1942 日本 個人
106 新衣装◆ 九一号 c.1909-10 明治 42-43年頃
たかしまや飯田
呉服店 表紙：神坂雪佳 1866-1942 日本 個人
4 謎の挿絵画家・一条成美
107 明星 第六号 1900年 9月 明治33年 9月 東京新詩社 表紙：一条成美 1877-1910 日本 県立神奈川近代文学館
108 無弦弓 1901年 1月 明治34年 1月 内外出版協会 河井酔茗／画：一条成美
1874-1965/
1877-1910 日本 個人





110 帝国画報（日露戦争ぽんち 広告）＊ 第十二巻 1906年 明治39年 冨山房 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
111 鉄幹子 1901年 明治34年 矢島誠進堂書店 与謝野鉄幹／画：一条成美
1873-1935/
1877-1910 日本 個人
112 迦具土 1901年 明治34年 白鳩社 服部躬治／画：一条成美
1875-1925/
1877-1910 日本 個人
113 含羞草 1907年 明治40年 武林堂 訳：木村鷹太郎／画：一条成美
1870-1931/
1877-1910 日本 個人
114 征露記念絵葉書 1905 明治38 東京金港堂 一条成美 1877-1910 日本 個人
115 絵葉書 1905頃 明治38頃 芸艸堂 一条成美 1877-1910 日本 個人





117 新国民 第十巻第二号 1909年11月 明治42年11月 大日本国民中学会 絵葉書：一条成美 1877-1910 日本
国際日本文化研
究センター
118 新小説 絵葉書 － 春陽堂 一条成美 1877-1910 日本 国際日本文化研究センター
119 大日本国民中学会女学部 絵葉書 － 大日本国民中学会 一条成美 1877-1910 日本 個人
120 絵葉書 － 一条成美 1877-1910 日本 国際日本文化研究センター
121 絵葉書 － 一条成美 1877-1910 日本 国際日本文化研究センター
122 絵葉書 － 春陽堂 一条成美 1877-1910 日本 個人
123 絵葉書 － － 一条成美 1877-1910 日本 個人
124 絵葉書 － 東京金港堂 一条成美 1877-1910 日本 個人
125 小倉百人一首歌かるた（『女学世界』第八巻第一号附録） 1908年 1月 明治41年 1月 博文館 一条成美 1877-1910 日本 個人
126 新聲 臨時増刊 秋風琴 第四編第四号 1900年 9月 明治33年 9月 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
127 新聲 第五編第一号 1901年 1月 明治34年 1月 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
128 新聲＊ 第五編第二号 1901年 2月 明治34年 2月 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
129 新聲＊ 第五編第三号 1901年 3月 明治34年 3月 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
130 新聲 第五編第五号 1901年 5月 明治34年 5月 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
131 新聲◆ 第五編第五号 1901年 5月 明治34年 5月 新聲社 日本 個人
132 新聲 臨時増刊 第五編第六号 1901年 6月 明治34年 6月 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
133 新聲 臨時増刊◆ 第五編第六号 1901年 6月 明治34年 6月 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
134 新聲 第七編～第八編 1902年 明治35年 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
135 新聲 第九編 1903年 明治36年 新聲社 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
136 新小説＊◆ 第六年第一巻 1901年 1月 明治34年 1月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
137 新小説◆ 第六年第三巻 1901年 3月 明治34年 3月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
138 新小説◆ 第六年第四巻 1901年 4月 明治34年 4月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
139 新小説◆ 第六年第五巻 1901年 5月 明治34年 5月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
140 新小説＊◆ 第六年第六巻 1901年 6月 明治34年 6月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
141 新小説 第六年第七巻 1901年 7月 明治34年 7月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
２４２
142 新小説◆ 第六年第八巻 1901年 8月 明治34年 8月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
143 新小説◆ 第六年第九巻 1901年 9月 明治34年 9月 春陽堂 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
144 女子能東母◆ 第百十四号 1902年 5月 明治35年 5月 東洋社 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
145 女学世界 定期増刊 当世交際社会 第五巻第十四号 1905年10月 明治38年10月 博文館 画：一条成美 1877-1910 日本 個人
146 女学世界◆ 第七巻第五号 1907年 4月 明治40年 4月 博文館 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
147 女学世界◆ 第七巻第十二号 1907年 9月 明治40年 9月 博文館 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
148 女学世界◆ 第七巻第十六号 1907年12月 明治40年12月 博文館 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
149 女学世界◆ 第九巻第四号 1909年 3月 明治42年 3月 博文館 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
150 女学世界◆ 第九巻第十三号 1909年10月 明治42年10月 博文館 表紙：一条成美 1877-1910 日本 個人
151 夕すずみ 1900年 明治33年 松栄堂書店 柳沢高之助（里生）／画：一条成美 /1877-1910 日本 個人
152 神来 1900年 明治33年 松栄堂書店 日本文学会編／画：一条成美 /1877-1910 日本 個人
153 野の花 1901年 明治34年 新聲社 田山花袋／画：一条成美
1871-1930/
1877-1910 日本 個人
154 自殺 1901年 明治34年 新聲社 生田葵山／画：一条成美
1876-1945/
1877-1910 日本 個人
155 女流ハイカラー 1902年 明治35年 南風館 正岡芸陽／画：一条成美
1881-1920/
1877-1910 日本 個人
156 草わかば 1902年 明治35年 新聲社 蒲原有明／画：一条成美
1876-1952/
1877-1910 日本 個人
157 宗教文学 1902年 明治35年 新聲社 田口掬汀／画：一条成美
1875-1943/
1877-1910 日本 個人
158 薄命怨 1902年 明治35年 新聲社 鈴木秋子／画：一条成美 /1877-1910 日本 個人
159 黒板画譜 1902年 明治35年 新聲社 石原和三郎／一条成美
1865-1922/
1877-1910 日本 個人





161 アカツキ第二 黒塗馬車 1902年 明治35年 新聲社 中村春雨／画：一条成美
1877-1941/
1877-1910 日本 個人
162 うぶ声 1903年 明治36年 竹馬会本部 細川花紅／画：一条成美
1881-1864/
1877-1910 日本 個人














































































































































































































































































































































































もちろん最も狭義には、大正天皇嘉仁（1879～1926）の天皇在位期間、1912〔大正 1〕年 7月 30日から 1926
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同研究の成果で、JSPS 科研費 JP17K02392 の助成を受けたものです。
（修正）次の通り出典情報を追記いたします。
2頁・図01B、45頁・図21～25：『亰城日報』韓國統計書籍、2003-2007年
53頁・図10-1：山名文夫『カフェ・バラ・喫茶店　広告図案集』誠文堂、1930年
53頁・図10-2：山名文夫 [画]『山名文夫生誕百年記念作品集』資生堂、1998年.
175頁・図6、180頁・図11-1、図12：『臺灣日日新報[マイクロフィルム版]』ゆまに書房、1995-98年
178-179頁・図8-1～3、9、10：『亰城日報[DVD-R版]』한국도서센타、2007年
182頁・図17-1：『申報[影印本]』上海書店、1983-年
183-184頁・図18、19、20、21 ：『盛京時報[影印本]』、盛京時報影印組、1985年
227頁・図8、9：名古屋銀行40周年記念「日本のポスター史」編纂委員会編『日本のポスター史』名古屋
銀行、1989年
228頁・図10：『紙上のモダニズム1920-30年代日本のグラフィック・デザイン』六耀社、2003年
228頁・図11：京都工芸繊維大学美術工芸資料館所蔵 AN.4846-1
